
自動運転の導入を巡る国際的動向 別紙２

○２０１４年１１月のＷＰ２９において、自動運転について議論する「自動運転分科会」の立ち上げを日本から提案
し、基本合意。

○この分科会では日本と英国が共同議長に就任し、自動運転に関する国際的な議論を主導する予定。
○その他日本が副議長を務めるブレ キと走行装置（ )専門分科会において 衝突被害軽減ブレ キをはじ
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○その他日本が副議長を務めるブレーキと走行装置（GRRF)専門分科会において、衝突被害軽減ブレーキをはじ
めとした自動運転技術に関する国際基準化を日本が主導しているところ。
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Ⅰ 自動運転分科会 議長
高度ドライバー支援型自動運転、完全自動運転の法規上の扱い等につい

Ⅰ 自動運転分科会 議長
高度ドライバ 支援型自動運転、完全自動運転の法規上の扱い等につい
て検討。

Ⅱ ブレーキと走行装置（GRRF）専門分科会 副議長 衝突被害軽減ブレーキをはじめとした基準案を日本主導で作成。


